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は
じ
め
に

日
本
に
お
い
て
「
鷹
」
と
は
、
生
物
学
上
タ
カ
目
に
属
す
オ
オ
タ
カ
・
ハ
イ

タ
カ
・
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
の
捕
食
能
力
を
持
つ
猛
禽
類
全
般
の
総
称
で
あ
る
。
鳥

類
の
中
で
も
高
位
捕
食
者
に
位
置
し
、
俊
敏
で
あ
り
、
獰
猛
で
あ
る
そ
の
性
質

に
よ
り
古
く
か
ら
狩
猟
に
利
用
さ
れ
て
き
た
）
1
（

。
安
土
桃
山
時
代
は
、
特
に
鷹
狩

が
好
ま
れ
た
時
代
と
い
わ
れ
、
武
将
た
ち
は
逸
物
の
鷹
を
所
有
し
鷹
狩
に
出
る

こ
と
を
好
ん
だ
。
そ
し
て
娯
楽
と
し
て
の
興
味
と
と
も
に
政
治
政
策
の
一
環
と

し
て
も
鷹
の
収
集
や
鷹
狩
は
行
わ
れ
、
領
土
支
配
権
の
掌
握
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
た
。

本
論
で
は
、
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
狩
野
山
楽
と
曽
我
直
庵
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
と
さ
れ
る
鷹
図
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
政
治
政
策
を
絡
め
な
が
ら
制

作
時
期
や
主
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
ま
ず
鷹
図
や
鷹
狩
の
歴
史
を
概
観
し
、

そ
の
後
に
両
絵
師
に
よ
る
鷹
図
の
考
察
へ
進
み
た
い
。

第
一
章　

鷹
図
の
流
れ

鷹
を
描
い
た
作
品
は
、
正
倉
院
北
倉
に
あ
る
「
熊
鷹
鶯
鳥
武
麟
臈
纈
屏
風
」

な
ど
が
古
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
絵
巻
で
は
「
鳥
獣
戯
画
」
や
「
春
日
権
現
験

記
絵
」
の
中
に
鷹
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
鷹
は
作
品
の
一
図
像
と
し
て
存
在
し
、
鷹
自
体
を
中
心

主
題
と
し
て
描
こ
う
と
し
た
作
品
は
正
倉
院
南
倉
の
「
鷙
鳥
水
禽
図
（
紫
檀
槽

琵
琶
捍
撥
面
）」
な
ど
を
除
き
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
鷹
を
中
心
主
題
と
し
た

作
品
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
記
録
の
上
で
も
現
存
作
例

と
し
て
も
十
五
世
紀
末
頃
か
ら
と
な
る
。
十
五
世
紀
末
以
降
の
禅
僧
の
語
録
に

は
、
武
将
の
依
頼
に
よ
る
鷹
図
へ
の
画
賛
が
散
見
さ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
2
（

、

そ
の
中
で
、
鷹
は
英
雄
・
武
威
・
権
力
の
表
象
と
し
て
認
識
さ
れ
、
捕
食
性
・

俊
敏
性
・
獰
猛
性
な
ど
の
鷹
自
体
が
持
つ
特
性
を
源
と
し
、
中
国
や
朝
鮮
な
ど

大
陸
で
生
ま
れ
た
思
想
を
継
承
し
て
武
士
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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古
例
と
し
て
は
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
萬
里
集
九
賛
「
鷹
図
」（
妙
興
寺
蔵
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
）
3
（

。

ま
た
、
常
陸
国
の
戦
国
大
名
で
あ
る
佐
竹
次
郎
（
義
篤
）（
一
五
〇
七
〜
一

五
四
五
年
）
が
、
古
河
公
方
足
利
高
氏
（
後
に
高
基
）（
一
五
一
二
〜
一
五
三

五
年
）
に
「
太
刀
」
と
「
鷹
之
絵
二
幅
壱
対
」
を
送
っ
た
書
状
の
案
文
が
『
佐

竹
書
札
之
次
第
』
の
中
に
残
る
）
4
（

。
書
状
で
あ
り
正
確
な
年
紀
が
確
定
で
き
ず
、

更
に
こ
の
「
鷹
之
絵
」
が
舶
載
画
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
）
5
（

、
両
者
の

活
躍
し
た
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
め
、
関
東
の
武
士
が
鷹
図
を
贈
答
と

し
て
利
用
し
て
い
た
史
料
と
な
る
）
6
（

。

次
に
絵
師
の
名
前
が
分
か
る
現
存
作
例
を
概
観
し
て
み
る
。
古
例
と
し
て
は

雪
舟
流
の
作
品
が
あ
り
、
雪
舟
の
伝
承
の
あ
る
作
品
や
、
秋
月
等
観
の
伝
承
の

あ
る
鷹
図
が
数
点
報
告
さ
れ
て
い
る
）
7
（

。
秋
月
は
生
没
年
不
詳
の
絵
師
で
あ
る
が
、

永
田
雄
次
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
正
年
間
（
一
四
六
〇
〜
一
四
六
六
）
に
雪
舟
に

師
事
し
た
後
、
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
か
ら
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
の

時
期
に
島
津
氏
に
仕
え
薩
摩
で
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
）
8
（

。
す
べ
て
の
作
例
が
真
筆

で
あ
れ
ば
十
五
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
初
め
の
鷹
図
の
姿
を
偲
ぶ
よ
す
が
と
な

る
。
そ
の
他
の
雪
舟
流
の
絵
師
で
は
周
耕
や
等
梅
に
よ
る
鷹
図
が
存
在
す
る
。

ま
た
、
武
将
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
と
伝
わ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
古
例
と

し
て
は
、
毛
利
隆
元
（
一
五
二
三
〜
一
五
六
三
年
）
に
よ
る
「
鷹
図
」（
毛
利

博
物
館
蔵
）
が
存
在
し
、
ま
た
、
美
濃
の
守
護
土
岐
氏
の
当
主
の
伝
承
が
あ
る

鷹
図
の
存
在
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
る
）
9
（

。「
土
岐
の
鷹
」
と
し
て
有
名
な
伝
承

作
品
は
数
百
も
あ
る
と
い
う
が
、
土
岐
氏
の
当
主
が
本
当
に
作
画
を
行
っ
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
土
岐
氏
が
滅
亡
す
る
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）
頃
ま
で
に

は
描
き
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
毛
利
隆
元
の
作
品
と
と
も
に
十
六
世
紀
半

ば
の
鷹
図
を
知
る
史
料
と
な
る
。
そ
れ
以
降
も
一
色
直
朝
（
一
五
二
六
頃
〜
一

五
九
七
年
）
や
北
条
氏
繁
（
一
五
三
六
〜
一
五
七
八
年
）
ら
に
よ
っ
て
鷹
図
が

描
か
れ
て
い
る
）
10
（

。

以
上
の
よ
う
な
絵
師
や
武
将
に
よ
っ
て
主
に
掛
幅
の
鷹
図
が
描
か
れ
た
が
、

十
六
世
紀
後
半
に
入
る
と
大
画
面
の
鷹
図
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期

に
大
画
面
に
描
か
れ
た
鷹
図
の
図
様
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は

「
架
鷹
図
」
と
呼
ば
れ
る
一
群
で
、
押
絵
貼
形
式
に
一
図
ず
つ
、
止
ま
り
木
（
鷹

架
）
に
乗
る
鷹
を
描
く
。
も
う
一
種
類
は
山
水
景
の
中
に
鷹
の
姿
を
描
く
も
の

で
（
仮
に
山
水
鷹
図
と
称
す
）、
本
論
で
は
後
者
に
つ
い
て
考
察
す
る
。【
表
１
】

は
、
山
水
鷹
図
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、
室
町
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
描
か
れ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
も
の
を
集
め
た
。

ま
ず
、
モ
チ
ー
フ
の
取
り
合
わ
せ
の
特
徴
と
し
て
、
古
例
で
は
、
花
鳥
図
や

鳥
獣
図
と
い
っ
た
様
相
を
示
す
作
品
が
多
く
、
次
第
に
屏
風
の
左
右
を
通
し
て

鷹
の
生
態
を
描
く
こ
と
に
特
化
し
た
作
品
が
増
え
て
い
く
と
考
え
る
。
伝
雪
舟

や
伝
秋
月
の
屏
風
は
、
六
曲
一
双
の
内
の
半
隻
に
鷹
が
鳥
獣
を
追
う
様
を
描
い

て
い
る
。
し
か
し
、
も
う
半
隻
に
は
猿
の
群
れ
や
鶴
を
大
き
く
配
置
し
た
花
鳥

図
が
描
か
れ
て
お
り
、
左
右
全
体
を
通
し
て
み
る
と
鷹
図
と
い
う
よ
り
は
鳥
獣

図
や
花
鳥
図
と
捉
え
る
事
が
出
来
る
。

ま
た
、
波
月
等
薩
、
伝
狩
野
元
信
、
伝
芸
愛
の
屏
風
は
、
水
墨
の
地
に
濃
彩

が
施
さ
れ
た
大
輪
の
牡
丹
や
花
菖
蒲
が
咲
き
、
そ
の
中
に
鷹
を
描
く
こ
と
か
ら
、
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表
１

大
画
面
山
水
鷹
図
リ
ス
ト　
（
室
町
〜
安
土
桃
山
時
代
）

狩
鷲
熊
幼
雛
備
考
・
図
版
典
拠

1
伝
雪
舟
等
楊
「
鷹
猿
猴
図
屏
風
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）

○

○

白
と
黒
の
鷹
。『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
秘
蔵
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
屏

風
絵
名
品
展
』
図
録

2
伝
秋
月
等
観
「
花
鳥
図
屏
風
」（
現
存
不
詳
・
有
馬
伯
爵
家
旧
蔵
）

○

？

白
と
黒
の
鷹
。
有
馬
伯
爵
家
売
立
目
録
。『
室
町
時
代
の
雪
舟
流
』
展
図
録

3
雪
村
周
継
「
鷹
山
水
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

○

○

奥
州
時
代
前
期
作
か
（
一
五
五
五
〜
一
五
六
一
年
頃
）（
小
川
知
二
氏
説
）。

『
雪
村
展
』
図
録

4
伝
狩
野
元
信
「
花
鳥
図
屏
風
」（
ク
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
美
術
館
蔵
）

○

左
右
別
筆
。『
珠
玉
の
日
本
美
術
』
展
図
録

5
伝
山
田
道
安
「
鷹
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）

○

○

初
代
道
安
は
一
五
七
三
没
。
三
代
道
安
か
。『
時
代
屏
風
聚
花　

続
編
』

6
伝
芸
愛
「
花
鳥
図
屏
風
」（
根
津
美
術
館
蔵
）

○

○

永
徳
様
式
の
形
式
化
し
た
も
の
か
（
山
本
英
男
氏
説
）。『
根
津
美
術
館
蔵
品

選
（
書
画
編
）』

7
波
月
（
弓
削
）
等
薩
「
花
鳥
図
屏
風
」（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
国
立
美
術
館
蔵
）
○

○
○

一
五
七
五
年
制
作
。『
國
華
（
七
八
七
）』

8
筆
者
不
詳
「
鷹
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

○
○
鷹
部
屋
の
様
子
を
描
く
。

9
狩
野
永
徳
「
庭
子
の
景
・
鷹
の
間
襖
」（
焼
失
。
安
土
城
）

？
？
？
？
？
一
五
七
六
〜
一
五
七
九
年
頃
制
作
、
一
五
八
二
焼
失
。

10
伝
狩
野
永
徳
「
松
鷹
図
屏
風
」（
東
京
藝
術
大
学
美
術
館
蔵
）

○

『
東
京
藝
術
大
学
蔵
品
目
録
（
一
）』

11
狩
野
永
徳
様
式
「
松
に
鷹
図
」（
南
禅
寺
大
方
丈
西
の
間
）

○

『
障
壁
画
全
集　

南
禅
寺
本
坊
』

12
伝
狩
野
永
徳
「
鷙
鳥
図
屏
風
」（
大
和
文
華
館
「
探
幽
縮
図
（
花
鳥
巻
）」）
○
○

ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
「
狩
野
永
徳
の
作
品
資
料
」（『
美
術
史
の
断
面
』）

13
伝
狩
野
永
徳
「
松
鷹
図
屏
風
」（
三
谷
家
模
本
）

ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
「
狩
野
永
徳
の
作
品
資
料
」（『
美
術
史
の
断
面
』）

14
狩
野
永
徳
印
「
鷹
猿
図
屏
風
」（
カ
ウ
ン
テ
ィ
美
術
館
蔵
）

○

山
楽
か
（
土
居
次
義
氏
説
）。『
み
ず
ゑ
（
七
二
九
）』

15
狩
野
山
楽
「
松
鷹
図
襖
・
壁
貼
付
」（
大
覚
寺
正
寝
殿
）

○

○
○
『
友
松
・
山
楽
』

16
狩
野
山
楽
「
鷙
鳥
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）

○
○

○
『
友
松
・
山
楽
』

17
狩
野
山
楽
「
枯
木
に
鷹
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）

○

『
古
美
術
（
八
二
）』

18
狩
野
元
信
印
「
鷙
鳥
図
屏
風
」（
彦
根
城
博
物
館
蔵
）

○

○

狩
野
山
楽
周
辺
絵
師
か
。
六
曲
一
隻
屏
風
。『
桃
山
百
双
』
展
図
録

19
曽
我
直
庵
「
松
柏
に
鷹
図
屏
風
」（
福
井
県
立
美
術
館
蔵
）

○
○

『
曽
我
直
庵
・
二
直
菴
の
絵
画
』
展
図
録

20
曽
我
直
庵
「
松
鷹
竹
鷺
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）

○

○

『
曽
我
直
庵
・
二
直
菴
の
絵
画
』
展
図
録

21
曽
我
直
庵
「
鷹
図
屏
風
」（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）

○
○
『
國
華
（
一
三
九
九
）』

22
筆
者
不
詳
「
松
に
鷹
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

○
○
狩
野
長
信
か
（
黒
田
泰
三
氏
説
）。『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
展
図
録

※
「
架
鷹
図
」
は
除
い
た
。

※N
o.8

「
鷹
図
屏
風
」
は
、
架
鷹
図
と
山
水
鷹
図
の
中
間
に
位
置
す
る
作
品
だ
が
リ
ス
ト
に
含
め
た
。

※
「
狩
」
は
狩
の
場
面
、「
鷲
」
は
ワ
シ
類
、「
熊
」
は
ク
マ
タ
カ
、「
幼
」
は
幼
鳥
か
若
鳥
、「
雛
」
は
雛
を
描
く
も
の
を
指
す
。



一
八
〇

狩
猟
と
い
う
凄
惨
な
場
面
を
描
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鷹
図
と
い
う
よ
り
は
花

鳥
図
と
い
っ
た
印
象
を
受
け
る
。

そ
れ
が
次
第
に
鷹
の
生
態
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
作
品
が
増
え
て
い
く
と

考
え
る
。
里
山
や
湿
地
を
舞
台
と
し
、
季
節
を
表
す
花
も
小
ぶ
り
で
控
え
め
と

な
り
、
狩
猟
風
景
を
中
心
と
し
た
野
生
の
鷹
の
営
み
を
屏
風
い
っ
ぱ
い
に
描
く

こ
と
を
主
眼
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
べ
て
の
鷹
図
を
単
純
に
分
類
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
が
、
数
や
種
類
を
多
く
描
く
こ
と
で
吉
祥
を
表
す
花
鳥
図
の
中
の

一
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
鷹
が
、
狩
猟
を
行
う
主
体
と
し
て
の
存
在
意
義
を
与
え

ら
れ
、
画
題
と
し
て
独
立
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

第
二
章　

鷹
と
鷹
狩
の
歴
史

１
．
織
田
政
権
期
の
鷹
政
策

大
画
面
の
山
水
鷹
図
が
描
か
れ
た
十
六
世
紀
後
半
は
、
織
豊
政
権
期
で
あ
り
、

鷹
の
収
集
や
鷹
狩
が
天
下
統
一
政
策
の
一
環
で
行
わ
れ
、
鷹
狩
は
国
家
の
狩
と

も
言
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

天
正
三
年
（
一
五
七
六
）
九
月
、
織
田
信
長
が
柴
田
勝
家
に
越
前
国
を
与
え

た
際
の
「
掟
状
」
の
一
条
に
は
、
信
長
に
と
っ
て
の
鷹
狩
の
考
え
が
示
さ
れ
て

い
る
。一

、 

鷹
を
つ
か
ふ
べ
か
ら
ず
。
但
、
足
場
を
も
見
る
べ
き
た
め
に
は
然
る

べ
く
候
。
さ
も
候
は
ず
は
無
用
に
候
。

　

子
共
の
儀
は
子
細
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
事
。（『
信
長
公
記
』）11
（

）

こ
こ
に
は
、
通
常
は
鷹
狩
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
が
、
領
内
見
聞
の
為
に
は

行
っ
て
も
良
い
。
そ
し
て
子
供
が
行
う
事
は
構
わ
な
い
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま

り
鷹
狩
は
単
な
る
娯
楽
で
は
な
く
陣
立
て
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
）
12
（

、
子
供
が
行

う
こ
と
は
構
わ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
武
門
の
家
に
生
れ
た
者
が
幼
少
時
よ
り

修
め
る
べ
き
技
術
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。

鷹
狩
を
行
う
際
は
、
獲
物
の
特
徴
も
含
め
狩
場
全
体
の
特
徴
を
熟
知
し
、
鷹

の
性
質
に
合
っ
た
猟
法
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
）
13
（

。
こ
れ
は
、
地
形
や

敵
の
行
動
、
武
具
の
性
質
を
熟
知
す
る
必
要
が
あ
る
軍
事
行
動
と
同
じ
観
点
で

あ
り
、
戦
の
指
揮
者
に
と
っ
て
鷹
狩
は
軍
事
行
動
と
同
等
の
も
の
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
信
長
は
、
多
く
の
鷹
を
集
め
さ
せ
て
い
る
。『
信
長
公
記
』
の
記
載

か
ら
、
信
長
は
永
禄
七
年
（
一
五
六
四
）
か
ら
殺
害
さ
れ
る
天
正
十
年
の
間
に

一
三
七
羽
の
鷹
の
献
上
を
受
け
、
各
地
の
大
名
よ
り
十
三
連
も
の
数
の
鷹
の
献

上
を
一
度
に
受
け
る
よ
う
に
な
り
、
自
ら
も
逸
物
の
鷹
を
求
め
た
と
い
う
）
14
（

。

そ
の
他
に
も
信
長
は
、
給
人
の
所
領
支
配
権
を
越
え
て
鷹
場
を
設
定
し
、
収

集
し
た
鷹
の
獲
物
を
集
め
る
た
め
の
諸
役
動
員
等
を
指
示
す
る
な
ど
、
鷹
の
収

集
や
鷹
狩
を
領
国
支
配
に
利
用
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
15
（

。

２
．
豊
臣
政
権
期
の
鷹
政
策

秀
吉
も
ま
た
信
長
に
倣
っ
て
鷹
の
収
集
や
鷹
狩
の
権
利
を
政
治
政
策
の
一
つ

と
し
て
利
用
し
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
16
（

。
秀
吉
は
天
正
十
二
年
の
小
牧
・

長
久
手
の
戦
い
以
後
、
軍
事
的
に
も
身
分
的
に
も
織
田
信
勝
を
越
え
る
こ
と
で
、



豊
臣
政
権
下
の
鷹
図

一
八
一

織
田
政
権
の
一
員
か
ら
豊
臣
政
権
の
長
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
と
な
る
）
17
（

。
天
正

十
五
年
に
島
津
氏
を
征
服
し
九
州
平
定
を
行
っ
て
以
後
、
西
は
日
向
、
北
は
松

前
・
津
軽
ま
で
に
対
し
て
鷹
の
献
上
や
鷹
場
の
設
定
な
ど
の
指
示
を
出
し
て
い

る
。
鷹
の
献
上
指
示
は
希
少
な
特
産
品
の
献
上
を
通
し
た
臣
従
の
証
の
要
求
で

あ
り
、
鷹
を
運
搬
さ
せ
る
と
い
う
行
為
は
領
土
の
境
目
に
あ
っ
た
関
所
や
関
銭

の
廃
止
と
連
動
し
て
流
通
網
や
交
通
の
支
配
権
の
主
張
と
も
繋
が
る
。
そ
し
て

鷹
場
の
指
定
は
領
土
支
配
権
の
主
張
と
な
る
。

ま
た
、
天
正
十
九
年
、
秀
吉
は
尾
張
・
三
河
・
遠
江
・
駿
河
を
回
る
一
か
月

に
わ
た
る
鷹
狩
を
催
し
、
そ
の
帰
路
、
大
々
的
な
鷹
狩
行
列
を
行
っ
て
い
る
。

『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』、『
三
藐
院
記
』、『
鹿
苑
日
録
』
な
ど
に
よ
る

と
）
18
（

、
一
五
〇
人
余
り
の
鷹
匠
衆
が
四
十
八
の
鷹
を
持
ち
滑
稽
な
格
好
で
行
進
し
、

十
日
ほ
ど
前
か
ら
集
め
さ
せ
て
い
た
鷹
の
餌
や
獲
物
で
あ
る
数
千
匹
の
鳥
獣
が

棒
に
吊
る
さ
れ
、
見
る
者
が
肝
を
つ
ぶ
す
程
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
御
伴
の

衆
は
、
そ
れ
ぞ
れ
繍
箔
の
着
物
を
着
て
目
を
奪
う
如
き
き
ら
き
ら
し
さ
で
あ
り
、

秀
吉
本
人
は
南
蛮
の
輿
に
乗
り
ハ
イ
タ
カ
を
腕
に
据
え
て
、
大
津
か
ら
京
都
ま

で
の
三
里
の
道
を
行
進
し
帰
洛
を
果
た
し
た
と
い
う
。

鷹
狩
の
た
め
の
行
列
は
古
代
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
秀
吉
の
鷹
狩
行
列
は
、

信
長
が
行
っ
た
天
正
五
年
の
鷹
狩
行
列
や
天
正
九
年
の
馬
揃
え
に
倣
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
19
（

。
そ
し
て
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、

関
白
は
、
何
に
も
増
し
て
栄
誉
と
名
声
を
求
め
て
い
た
の
で
、
次
の
よ
う

な
二
つ
の
効
果
を
期
し
、
大
規
模
に
、
か
つ
権
威
を
も
っ
て
、
尾
張
の
国

で
新
た
な
狩
猟
を
お
こ
な
う
事
を
決
定
し
た
。
彼
が
第
一
に
意
図
し
た
の

は
、
そ
れ
を
、
壮
大
か
つ
豪
勢
に
催
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
約
五
百
年
こ
の

方
、
華
や
か
に
祝
わ
れ
て
い
る
頼
朝
の
巻
狩
り
へ
の
人
々
の
回
想
を
弱
め

る
こ
と
で
あ
っ
た
。
次
に
は
、
日
本
の
武
将
た
ち
に
こ
の
耳
よ
り
な
報
道

を
歓
喜
を
も
っ
て
迎
え
さ
せ
、
そ
の
祭
典
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

困
苦
を
伴
う
シ
ナ
征
服
事
業
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
抱
き
続
け
て
い
る
苦
悩

を
、
悦
楽
で
も
っ
て
緩
和
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

と
、
こ
の
鷹
狩
行
列
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
）
20
（

。
こ
こ
に
は
、
源
頼
朝
以
後
、
武

家
の
首
長
が
行
う
べ
き
狩
猟
で
あ
る
巻
狩
と
は
異
な
る
新
た
な
狩
猟
と
し
て
、

秀
吉
が
鷹
狩
を
選
ん
だ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
）
21
（

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

実
際
に
信
長
と
秀
吉
は
巻
狩
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
）
22
（

、

信
長
や
秀
吉
が
鷹
狩
を
自
ら
が
主
導
す
る
武
家
政
権
に
必
須
の
狩
猟
と
し
て
、

延
い
て
は
自
ら
の
武
力
や
権
力
の
象
徴
と
し
て
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
可
能

性
が
窺
え
る
。

前
年
に
、
北
条
氏
を
討
ち
、
奥
州
仕
置
き
を
終
え
、
天
下
統
一
を
遂
げ
た
秀

吉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
豪
奢
な
鷹
狩
行
列
は
、
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
様
相
を

呈
し
て
い
る
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
獲
物
を
従
え
る
こ
と
で
狩
猟
の
成
功
を
視

覚
的
に
見
せ
つ
け
、
そ
の
中
心
に
い
る
鷹
と
自
ら
の
姿
を
「
狩
猟
の
成
功
者
＝

武
力
を
統
合
し
た
者
」
と
し
て
演
出
し
都
中
の
人
々
の
脳
裏
に
焼
き
付
け
よ
う

と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鷹
の
収
集
や
鷹
狩
行
列
だ
け
を
殊
更
に
取
り
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
が
、
織

田
政
権
を
踏
襲
し
た
豊
臣
政
権
は
、
鷹
や
鷹
狩
を
政
治
的
に
利
用
し
、
鷹
狩
行

列
は
武
力
と
権
力
を
象
徴
す
る
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
行
っ
た
と
考
え



一
八
二

ら
れ
る
。
美
し
く
稀
少
な
鷹
は
武
力
に
よ
る
天
下
統
一
を
表
す
象
徴
物
と
し
て
、

武
力
や
権
力
の
結
晶
と
し
て
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
中
、
狩
野
山
楽
や
曽
我
直
庵
ら
に
よ
っ

て
山
水
鷹
図
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
。

第
三
章　

山
楽
と
直
庵
の
山
水
鷹
図

１
．
狩
野
山
楽
と
曽
我
直
庵

こ
こ
で
は
安
土
桃
山
時
代
に
鷹
図
を
得
意
と
し
た
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る
狩

野
山
楽
と
曽
我
直
庵
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
。
ま
ず

両
者
の
生
い
立
ち
を
確
認
し
、
次
に
山
水
鷹
図
の
作
例
を
概
観
し
て
い
く
。

狩
野
山
楽
は
、『
狩
野
永
納
家
傳
畫
軸
序
』
や
『
本
朝
画
史
』
に
よ
れ
ば
、

浅
井
長
政
の
家
臣
・
木
村
長
光
の
子
光
頼
と
し
て
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
に

生
ま
れ
た
。
浅
井
氏
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
後
、
十
五
歳
を
過
ぎ

た
頃
（
天
正
元
年
頃
）
に
は
羽
柴
秀
吉
の
家
臣
と
し
て
仕
え
た
と
考
え
ら
れ
、

秀
吉
の
推
挙
に
よ
り
狩
野
永
徳
の
弟
子
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
）
23
（

。
そ
れ
以
後
、
豊

臣
政
権
の
御
用
も
含
め
、
安
土
桃
山
時
代
中
期
か
ら
没
年
の
寛
永
十
二
年
（
一

六
三
五
）
ま
で
の
凡
そ
四
十
五
年
間
に
様
々
な
作
品
を
手
が
け
て
い
る
。

山
楽
に
よ
る
豊
臣
政
権
関
連
の
画
業
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
に
四
天

王
寺
復
興
の
一
環
と
し
て
「
聖
徳
太
子
絵
伝
」
を
描
い
た
例
や
、
慶
長
九
年
、

九
条
忠
栄
と
豊
臣
完
子
（
淀
殿
の
猶
女
）
の
結
婚
に
際
し
、
九
条
家
御
殿
客
殿

源
氏
の
間
に
「
車
争
図
」
を
描
い
た
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
『
本
朝
画
史
』
に
は
「
其
所
畫
之
龍
虎
鷹
馬
頗
有
青
藍
之
作
」
と
あ
り
、

龍
虎
図
や
鷹
・
馬
な
ど
の
武
士
の
嗜
好
に
合
う
画
題
を
手
が
け
て
定
評
が
あ
っ

た
様
が
窺
え
る
。

も
う
一
人
の
曽
我
直
庵
は
、
そ
の
画
風
か
ら
安
土
桃
山
時
代
に
活
躍
し
た
絵

師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
生
没
年
は
不
詳
で
あ
る
）
24
（

。
し
か
し
、
慶
長
元
年

に
あ
た
る
万
暦
丙
申
の
年
紀
の
あ
る
「
架
鷹
図
」（『
國
華
』
四
六
五
所
載
）
と
、

慶
長
十
五
年
の
「
曳
馬
図
絵
馬
」
二
面
（
北
野
天
満
宮
蔵
）
の
年
紀
の
あ
る
二

点
の
作
例
や
、
南
化
玄
興
（
一
五
三
八
〜
一
六
〇
四
）、
近
衛
信
尹
（
一
五
六

五
〜
一
六
一
四
）、
鉄
山
宗
鈍
（
一
五
三
二
〜
一
六
一
七
）、
尊
純
法
親
王
（
一

五
九
一
〜
一
六
五
三
）
ら
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
め
に
活
躍
し
た
禅
僧

や
公
家
の
着
賛
作
品
が
あ
り
、
慶
長
年
間
に
は
活
躍
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

ま
た
「
双
鶏
養
雛
図
」（
隣
華
院
蔵
）、「
鷹
猿
猴
図
」（
雲
門
寺
蔵
）、「
架
鷹

図
」（
山
口
県
立
美
術
館
蔵
）
に
秀
吉
の
信
任
を
受
け
た
南
化
玄
興
の
賛
が
あ

る
と
い
う
事
実
や
、
先
に
記
し
た
北
野
天
満
宮
の
絵
馬
が
豊
臣
秀
頼
寄
進
で
あ

る
と
い
う
点
な
ど
か
ら
、
豊
臣
政
権
と
近
い
位
置
に
い
た
で
あ
ろ
う
絵
師
と
さ

れ
て
い
る
。

現
存
作
例
は
、
猛
禽
類
を
描
い
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、「
専
設
色
、
鷹
鶻

在
功
、
爽
明
也
」（『
丹
青
若
木
集
』）25
（

）
と
い
う
記
載
か
ら
、
十
七
世
紀
半
ば
に

は
猛
禽
類
を
描
く
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

で
は
次
に
、
大
画
面
に
描
か
れ
た
山
水
鷹
図
に
つ
い
て
山
楽
の
二
図
、
直
庵



豊
臣
政
権
下
の
鷹
図

一
八
三

の
三
図
を
概
観
し
て
い
き
た
い
。

２
．
山
楽
と
直
庵
の
山
水
鷹
図

【
山
楽
】

①
「
松
鷹
図
襖
・
壁
貼
付
」（
大
覚
寺
蔵
）
障
壁
十
三
面
、
紙
本
墨
画
（
挿
図
１
）

大
覚
寺
正
寝
殿
鷹
の
間
の
襖
と
壁
貼
付
十
三
面
に
、
水
墨
に
よ
る
鷹
の
絵
が

描
か
れ
て
い
る
。
向
っ
て
左
（
西
）
に
は
獲
物
の
雉
に
馬
乗
り
に
な
る
鷹
と
、

獲
物
（
雁
か
）
を
捕
ま
え
飛
び
去
ろ
う
と
す
る
鷹
が
描
か
れ
る
。
中
央
に
は
巨

木
の
枝
に
巣
が
か
か
り
、
そ
れ
を
見
守
る
鷹
、
そ
し
て
向
か
っ
て
右
（
東
）
に

は
巨
木
の
枝
の
端
に
乗
る
鷹
と
、
小
鳥
を
追
う
隼
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

中
景
や
遠
景
を
廃
し
、
巨
樹
、
土
坡
、
芦
な
ど
の
最
低
限
の
道
具
立
て
以
外

は
鷹
と
そ
の
獲
物
の
み
を
並
列
し
て
描
き
、
画
面
全
体
の
繋
が
り
よ
り
も
中
心

モ
チ
ー
フ
を
最
大
限
に
目
立
た
せ
る
構
成
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
、
モ
チ
ー
フ

を
限
り
、
巨
大
な
松
を
中
心
に
据
え
る
構
図
は
、
狩
野
永
徳
の
大
画
様
式
を
継

承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
図
に
つ
い
て
は
、
伝
来
も
含
め
不
明
な
点
が
多
い
が
、
慶
長
二
年
（
一
五

九
七
）
か
ら
翌
年
に
再
建
さ
れ
た
際
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
海
北
友
松
筆

「
松
竹
梅
図
襖
」（
建
仁
寺
禅
居
庵
蔵
）
が
類
似
の
構
成
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
に
近
い
時
期
の
文
禄
か
ら
慶
長
初
め
ご
ろ
の
作
と
考
え
た
い
。

②
「
鷙
鳥
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
六
曲
一
双
、
紙
本
墨
画
淡
彩
（
挿
図
２
）

連
続
し
た
左
右
隻
の
中
央
に
葦
の
繁
る
中
洲
を
配
置
し
、
屏
風
内
に
円
環
構

図
を
作
り
奥
行
き
の
あ
る
画
面
構
成
を
行
っ
て
い
る
。
画
面
の
流
れ
は
左
右
隻

と
も
に
左
手
前
か
ら
右
奥
に
向
か
っ
て
い
る
。
左
隻
左
手
前
で
は
檜
樹
の
下
で

獲
物
（
猿
か
）
を
捕
ら
え
る
鷲
、
そ
の
斜
め
右
奥
で
は
白
鷺
を
追
う
鷹
の
姿
が

描
か
れ
て
い
る
。
右
隻
に
入
り
左
手
前
の
水
辺
か
ら
獲
物
を
運
ぶ
鷹
、
そ
の
視

線
の
先
に
松
樹
に
か
か
る
巣
を
見
守
る
鷹
が
描
か
れ
、
鷹
や
鷲
の
生
態
を
描
い

て
い
る
。
中
央
の
中
洲
の
存
在
を
巧
み
に
利
用
し
、
モ
チ
ー
フ
に
遠
近
を
つ
け
、

奥
行
き
の
あ
る
画
面
を
作
り
、
中
洲
や
芦
原
の
配
置
も
破
綻
が
な
く
画
面
全
体

に
統
一
感
が
あ
る
。
モ
チ
ー
フ
同
志
の
繋
が
り
が
薄
い
「
松
鷹
図
襖
・
壁
張
付
」

以
後
に
画
面
全
体
の
統
一
感
を
意
識
し
、
画
技
が
上
達
し
た
時
期
の
作
品
と
し
、

慶
長
中
期
以
降
の
作
品
と
考
え
る
。

【
直
庵
】

①
「
松
鷹
竹
鷺
図
屏
風
」（
個
人
蔵
）
六
曲
一
双
、
紙
本
金
泥
墨
画
（
挿
図
３
）

中
央
に
水
景
を
置
い
た
広
や
か
な
画
面
が
特
徴
的
な
作
品
で
あ
る
。
右
隻
に

は
滝
を
背
に
松
樹
の
枝
に
止
ま
る
鷹
を
描
き
、
松
鷹
図
と
も
い
う
べ
き
画
面
と

な
っ
て
い
る
。
左
隻
で
は
竹
叢
の
あ
る
湿
地
で
逃
げ
惑
う
白
鷺
を
追
う
鷹
を
描

く
。
コ
ウ
ホ
ネ
や
オ
モ
ダ
カ
が
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
初
夏
の
様
子
を
描
い
た
こ

と
が
分
か
る
。
中
央
に
大
き
く
空
間
を
と
り
、
筆
触
を
目
立
た
せ
ず
墨
面
を
広

く
使
う
こ
と
で
颯
爽
と
し
た
印
象
を
見
る
も
の
に
与
え
る
。
ま
た
、
水
草
な
ど

の
季
節
感
を
出
す
モ
チ
ー
フ
を
ひ
っ
そ
り
と
描
く
こ
と
で
情
緒
的
な
面
も
感
じ

さ
せ
る
。
こ
の
点
は
海
北
友
松
筆
「
月
下
渓
流
図
屏
風
」（
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト

キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
）
な
ど
に
近
い
感
性
で
あ
り
、
同
時
期
の
時
代
好
尚
を
示
す
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図１　山楽筆「松鷹図襖・壁貼付」（大覚寺蔵）

図２　山楽筆「 鷙鳥図屏風」（個人蔵）

図３　直庵筆「松鷹竹鷺図屏風」（個人蔵）

図４　直庵筆「松柏に鷹図屏風」（福井県立美術館蔵）
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も
の
と
考
え
、
慶
長
年
間
に
描
か
れ
た
作
品
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。

②
「
松
柏
に
鷹
図
屏
風
」（
福
井
県
立
美
術
館
蔵
）
六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
墨

画
（
挿
図
４
）

左
右
隻
に
鷲
を
描
く
作
品
で
あ
る
。
左
隻
に
は
イ
ヌ
ワ
シ
（
ま
た
は
オ
ジ
ロ

ワ
シ
か
）
が
描
か
れ
、
光
の
当
た
り
具
合
で
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
示
す
羽
毛
を
、

墨
の
濃
淡
を
巧
み
に
使
っ
て
艶
や
か
に
仕
上
げ
て
い
る
。
右
隻
に
は
白
い
ワ
シ

を
描
く
。
実
際
に
は
白
色
の
ワ
シ
は
存
在
し
な
い
が
、
左
右
で
黒
白
を
意
味
し

て
配
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
屏
風
に
特
徴
的
で
あ
る
の
が
、
画
面
の
最
前
面
に
金
雲
を
配
し
、
金
雲

が
額
縁
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
観
者
が
雲
の
間
か
ら
鷲
の
姿
を
覗
き
込
む

よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
左
右
隻
と
も
に
花
な
ど
の
情
緒
的
な

モ
チ
ー
フ
を
排
除
し
て
い
る
こ
と
も
鷲
の
姿
を
際
立
た
せ
る
効
果
に
繋
が
っ
て

い
る
。
先
の
「
松
鷹
竹
鷺
図
屏
風
」
と
同
様
に
慶
長
年
間
の
作
品
と
考
え
た
い
。

③
「
鷹
図
屏
風
」（
九
州
国
立
博
物
館
蔵
）
六
曲
一
双
、
紙
本
墨
画
（
挿
図
５
））26
（

右
隻
に
は
早
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
景
色
に
四
羽
の
鷹
を
描
き
、
左
隻
に
は

雛
に
餌
付
け
を
す
る
鷹
を
含
め
た
四
羽
の
鷹
が
描
か
れ
る
。
左
右
に
様
々
な
姿

態
の
鷹
を
描
く
本
図
は
、
鷹
の
様
々
な
姿
態
を
楽
し
む
こ
と
を
主
眼
と
し
た
架

鷹
図
と
同
様
の
意
図
を
持
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
山
水
鷹
図
と
い
う
よ

り
は
架
鷹
図
に
近
い
も
の
と
考
え
る
。
直
庵
に
と
っ
て
の
鷹
の
姿
態
の
型
と
と

も
に
、
架
鷹
図
や
山
水
鷹
図
の
図
様
の
型
が
出
来
上
が
っ
た
後
に
成
立
し
た
作

品
で
あ
り
、
次
世
代
の
二
直
菴
筆
「
梅
松
鷹
図
屏
風
」（
耕
三
寺
博
物
館
蔵
）

や
「
松
鷹
図
屏
風
」（
プ
ラ
イ
ス
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
に
繋
が
る
作
品
で
あ
る
と

考
え
、
直
庵
晩
年
の
作
と
位
置
付
け
た
い
。

３
．
山
水
鷹
図
の
主
題

①
武
力
を
表
す

以
上
、
山
楽
と
直
庵
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
大
画
面
の
山
水
鷹
図
を
概
観
し
て

き
た
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
架
鷹
図
に
近
い
直
庵
筆
「
鷹
図
屏
風
」
を

除
き
、
狩
猟
を
行
う
姿
を
必
ず
描
い
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
に
も
記
し

た
通
り
、
鷹
と

は
他
の
動
物
を

捕
食
す
る
習
性

の
あ
る
鳥
類
の

総
称
で
あ
る
。

日
本
の
鷹
狩
で

用
い
る
も
の
は

オ
オ
タ
カ
が
中

心
で
あ
り
、
絵

画
に
描
か
れ
る

鷹
も
オ
オ
タ
カ

が
中
心
で
あ
る
。

オ
オ
タ
カ
は
、

図５　直庵筆「鷹図屏風」（九州国立博物館蔵）
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里
山
な
ど
で
生
息
し
、
開
け
た
場
所
で
も
樹
木
の
多
い
場
所
で
も
狩
猟
を
行
え

る
種
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
27
（

。
木
が
多
い
土
地
で
は
、
林
縁
の
枝
に
止
ま
っ
て
待
ち

伏
せ
し
、
雉
や
鴨
な
ど
の
小
型
中
型
の
鳥
類
な
ど
を
捕
食
す
る
）
28
（

。
こ
の
特
徴
を

踏
ま
え
、
山
楽
と
直
庵
の
作
品
で
は
、
木
の
枝
か
ら
獲
物
を
見
据
え
る
姿
や
、

獲
物
を
背
後
か
ら
追
う
姿
を
描
い
て
い
た
。

ま
た
、
タ
カ
目
の
中
で
一
番
大
型
の
鳥
で
あ
る
ワ
シ
類
（
オ
オ
ワ
シ
、
オ
ジ

ロ
ワ
シ
等
）
を
描
く
作
品
も
含
ま
れ
て
い
た
。
日
本
の
絵
画
に
描
か
れ
る
猛
禽

類
は
オ
オ
タ
カ
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
体
が
大
き
な
ワ
シ
類
が
、
中
・
小
型
の

四
足
獣
を
捕
食
す
る
姿
を
描
く
作
品
は
、
猛
禽
類
の
中
で
も
最
高
位
の
捕
食
者

に
よ
る
強
烈
な
力
を
観
者
に
見
せ
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

鷹
を
描
く
に
せ
よ
、
鷲
を
描
く
に
せ
よ
、
山
楽
と
直
庵
の
山
水
鷹
図
は
、
狩

猟
と
い
う
武
力
行
為
を
描
い
た
作
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。

②
幼
鳥
の
狩
猟
を
見
遣
る
成
鳥

も
う
一
点
指
摘
す
べ
き
特
徴
は
、
オ
オ
タ
カ
の
幼
鳥
と
成
鳥
を
描
い
て
い
る

点
で
あ
り
、
特
に
直
庵
の
作
品
は
、
幼
鳥
と
成
鳥
が
親
子
で
あ
る
こ
と
を
意
図

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
の
オ
オ
タ
カ
は
、
成
長
す
る
に
従
っ
て
羽
毛

の
色
や
柄
が
変
化
す
る
が
、
特
に
胸
か
ら
腹
部
に
か
け
て
の
部
分
が
顕
著
に
異

な
る
。
幼
鳥
は
淡
黄
褐
色
の
地
に
雨
だ
れ
状
の
縦
縞
（
縦
斑
）
が
現
れ
、
成
鳥

に
な
る
と
白
地
に
細
い
横
縞（
横
斑
）の
成
羽
へ
と
変
化
す
る
）
29
（

（
挿
図
６
、
７
）。

こ
の
違
い
を
絵
画
作
品
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
直
庵
筆
「
松
鷹
竹
鷺
図
屏
風
」

の
右
隻
の
鷹
は
横
に
連
な
る
鱗
状
の
横
縞
模
様
に
描
か
れ
る
こ
と
か
ら
成
鳥
で

あ
り
（
挿
図
８
）、
左
隻
の
鷹
は
雨
だ
れ
状
の
縦
縞
模
様
の
羽
毛
を
し
て
い
る

こ
と
か
ら
幼
鳥
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
挿
図
９
）。

山
楽
や
直
庵
作
品
に
限
ら
ず
オ
オ
タ
カ
の
幼
鳥
と
成
鳥
を
描
い
た
作
品
は
、

木
の
枝
か
ら
獲
物
を
見
据
え
る
姿
や
、
獲
物
を
背
後
か
ら
追
う
姿
を
描
く
も
の

が
多
い
。
例
え
ば
伝
芸
愛
筆
「
花
鳥
図
屏
風
」（
根
津
美
術
館
蔵
）
は
、
六
曲

一
双
屏
風
の
右
隻
に
成
鳥
と
幼
鳥
が
描
か
れ
、
右
に
は
垂
直
姿
勢
で
松
の
枝
に

止
ま
り
、
真
っ
直
ぐ
に
左
の
方
向
に
目
を
向
け
る
成
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ

の
視
線
の
先
に
は
足
を
ば
た
つ
か
せ
必
死
に
逃
げ
飛
ぶ
白
鷺
と
、
そ
の
背
後
を

追
う
幼
鳥
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
雪
村
筆
「
鷹
山
水
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博 図７　幼鳥

図６　成鳥

図８　成鳥

図９　幼鳥
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物
館
蔵
）
の
左
隻
も
配
置
を
変
え
て
い
る
も
の
の
ほ
ぼ
同
じ
ポ
ー
ズ
の
鷹
を
描

い
て
い
る
。

一
方
、
直
庵
筆
「
松
鷹
竹
鷺
図
屏
風
」
は
、
こ
れ
ら
に
比
べ
表
現
に
変
化
を

加
え
て
い
る
。
左
隻
の
幼
鳥
が
白
鷺
を
追
い
、
そ
の
姿
を
見
遣
る
成
鳥
が
右
隻

に
描
か
れ
る
。
確
か
に
こ
こ
ま
で
は
伝
芸
愛
筆
「
花
鳥
図
屏
風
」
な
ど
と
変
わ

ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
の
成
鳥
は
、
身
を
乗
り
出
し
て
視
線
を
投
げ
か

け
る
ポ
ー
ズ
を
と
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
幼
鳥
が
白
鷺
を
追
う
方
向
に
目
を

向
け
る
意
思
を
観
者
に
印
象
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
左
右
隻
を
通
し
た

風
景
は
連
続
し
て
い
な
い
も
の
の
、
白
鷺
を
中
心
と
し
て
左
隻
の
幼
鳥
と
右
隻

の
成
鳥
が
向
き
合
い
、
左
右
隻
を
通
し
て
呼
応
し
て
い
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
構
成
の
妙
に
よ
り
直
庵
等
「
松
鷹
竹
鷺
図
屏
風
」
は
「
獲
物
を
追
う

幼
鳥
」
と
「
獲
物
の
方
向
を
見
遣
る
成
鳥
」
と
い
う
別
個
の
主
題
か
ら
、「
幼

鳥
の
狩
猟
姿
を
見
遣
る
親
鳥
」
と
い
う
統
一
し
た
主
題
を
創
り
出
す
こ
と
に
成

功
し
た
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

③
雛
を
見
守
る
成
鳥

更
に
も
う
一
点
、
山
楽
と
直
庵
の
山
水
鷹
図
に
は
、
親
鳥
が
巣
の
中
の
雛
に

視
線
を
投
げ
か
け
る
も
の
や
、
餌
づ
け
を
す
る
描
写
の
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る
。

山
楽
に
よ
る
「
松
鷹
図
襖
・
壁
貼
付
」
や
「
鷙
鳥
図
屏
風
」、
直
庵
筆
「
鷹
図

屏
風
」
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に
優
品
は
山
楽
筆
「
鷙
鳥
図
屏
風
」
の
右
隻
で

あ
る
。
二
羽
の
鷹
が
対
角
線
上
に
配
置
さ
れ
、
雛
を
中
心
に
し
て
お
互
い
が
向

き
合
う
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
に
よ
っ
て
、
独
立
し
た
二
羽
の

鷹
を
描
く
も
の
で
は
な
く
、
両
者
が
何
か
し
ら
の
呼
応
関
係
に
あ
る
こ
と
、
つ

ま
り
雛
に
意
識
を
配
る
二
羽
の
親
鳥
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
親
鳥
は
雛
に
目
を
向
け
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
も

視
線
を
投
げ
か
け
合
い
二
重
の
視
線
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
山
楽

筆
「
贄
鳥
図
屏
風
」
右
隻
は
画
面
に
呼
応
関
係
を
表
現
す
る
こ
と
で
、
見
る
者

に
親
子
の
繋
が
り
を
伝
え
よ
う
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
る
。

同
様
に
雛
を
見
や
る
親
鳥
を
描
く
作
品
は
、
直
庵
筆
「
鷹
図
屏
風
」
や
筆
者

不
詳
「
松
に
鷹
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
））30
（

（
図
10
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

両
作
品
は
同
じ
粉
本
を
反
転
さ
せ
た
形
で
描
か
れ
、
成
鳥
が
雛
に
餌
づ
け
を
行

う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
山
楽
に
よ
る
「
松
鷹
図
襖
・
壁
貼
付
」
や
「
鷙
鳥
図

屏
風
」
が
雛
に
視
線
を
向
け
る
だ
け
な
の
に
対
し
、
顔
を
近
づ
け
餌
づ
け
を
行

う
こ
と
で
よ
り
一
層
、
親
子
関
係
の
緊
密
さ
を
表
し
て
い
る
。

以
上
、
主
題
に
関
す
る
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
架
鷹
図
に
近
い
主
題
の
直
庵

筆
「
鷹
図
屏

風
」
を
除
く
山

楽
と
直
庵
の
作

品
は
、
鷹
が
狩

猟
を
行
う
姿
を

描
い
て
い
た
。

鷹
が
、
狩
猟
を

行
う
鳥
類
で
あ

図10　筆者不詳「松に鷹図屏風」
　　　部分（東京国立博物館蔵）



一
八
八

る
点
を
主
張
し
た
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
オ
オ
タ
カ
の
成
鳥
が
、
狩
猟
を
行
う
幼
鳥
や
巣
の
中
の
雛
へ
視
線
を

向
け
る
と
い
う
、
鷹
の
親
子
の
生
業
を
主
題
と
し
た
モ
チ
ー
フ
も
含
ま
れ
て
い

た
。
成
鳥
と
幼
鳥
を
描
い
た
作
品
は
他
の
絵
師
に
よ
っ
て
も
手
掛
け
ら
れ
て
い

る
が
、
特
に
山
楽
や
直
庵
の
作
品
は
、
鷹
の
ポ
ー
ズ
を
工
夫
し
、
身
振
り
や
配

置
を
配
慮
す
る
こ
と
で
、
成
鳥
は
単
な
る
大
人
の
鷹
で
は
な
く
親
鳥
で
あ
る
こ

と
を
表
そ
う
と
し
、
親
子
の
姿
を
描
こ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
四
章　

豊
臣
政
権
下
の
鷹
図

１
．
武
力
と
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
山
水
鷹
図

山
楽
筆
「
松
鷹
図
襖
・
壁
貼
付
」
や
直
庵
筆
「
松
柏
に
鷹
図
屏
風
」
な
ど
は
、

粗
い
筆
法
で
巨
大
な
松
樹
や
轟
々
と
し
た
滝
が
象
徴
的
に
描
か
れ
、
そ
の
中
心

に
獲
物
を
捕
ら
え
る
鷹
や
鷲
の
雄
々
し
い
姿
を
描
い
た
作
品
で
あ
っ
た
。
こ
の

特
徴
は
と
り
も
な
お
さ
ず
豪
壮
華
麗
と
称
さ
れ
た
狩
野
永
徳
の
大
画
様
式
を
踏

襲
し
た
も
の
と
言
え
、
両
絵
師
の
画
風
や
主
題
の
源
泉
は
永
徳
の
時
代
ま
で
遡

り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。

現
存
す
る
永
徳
筆
の
鷹
図
は
伝
承
作
品
の
み
で
あ
り
、「
松
鷹
図
屏
風
」（
東

京
芸
術
大
学
美
術
館
蔵
）
や
工
房
作
と
さ
れ
る
「
松
鷹
図
襖
」（
南
禅
寺
蔵
）

が
あ
る
）
31
（

。
ま
た
、
探
幽
縮
図
と
三
谷
家
伝
来
模
本
に
、「
鷙
鳥
図
屏
風
」
と
「
松

鷹
図
屏
風
」
が
載
る
。
こ
れ
ら
は
、
巨
樹
や
瀧
と
鷹
が
描
か
れ
る
が
、
そ
れ
以

外
の
説
明
要
素
は
ほ
と
ん
ど
な
い
大
画
様
式
の
作
品
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
大
画
面
に
、
生
態
系
の
ト
ッ
プ
に
君
臨
す
る
猛
禽
類
を

大
き
く
取
り
上
げ
、
豪
壮
さ
を
表
す
巨
樹
を
添
え
て
、
武
力
や
権
力
を
象
徴
的

に
表
し
た
山
水
鷹
図
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。

天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
か
ら
普
請
が
始
ま
っ
た
永
徳
一
門
に
よ
る
安
土
城

の
障
壁
画
の
三
階
（
四
重
）
に
は
「
庭
子
の
景
気
、
即
、
御
鷹
の
間
」
が
あ
っ

た
こ
と
が
『
信
長
公
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
庭
子
と
は
庭
に
お
か
れ
た

大
型
の
鷹
小
屋
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
鷹
を
飼
育
し
て
い
る
場
面
を
描
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
て
い
る
）
32
（

。
こ
れ
は
筆
者
不
詳
「
鷹
図
屏
風
」（
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）（
図
11
）
の
よ
う
な
鷹
を
飼
育
す
る
鷹
部
屋
に
、
多
く
の
鷹

が
い
る
様
を
描
い
た
作
品
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、

安
土
城
に
描
か
れ
た
鷹
図
は
、
鷹
を
威
信
財
と
考
え
、
収
集
し
所
有
す
る
こ
と

に
価
値
が
お
か
れ
、
そ
の
事
実
が
権
力
の
表
れ
で
あ
っ
た
時
期
の
作
品
で
あ
り
、

鷹
が
武
力
や
権
力
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
高
度
に
象
徴
化
さ
れ
る
以
前
の
状
態
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
す
で
に
掛
幅
の
鷹
図
は
多
く
描
か
れ
て
い
る
時
代

だ
が
、
未
だ
鷹
は
威
信
財
の
域
を
出
て
お
ら
ず
、
強
い
武
力
を
象
徴
す
る
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
る
に
至
る
以
前
の
状
態
と
考
え
る
。

信
長
没
後
、
信
長
家
臣
団
内
部
で
優
位
に
立
っ
た
秀
吉
は
、
天
正
十
二
年
、

小
牧
・
長
久
手
の
合
戦
で
織
田
信
雄
と
徳
川
家
康
に
対
し
て
勝
利
を
お
さ
め
、

次
の
天
正
十
三
年
、
織
田
信
雄
を
上
洛
、
臣
従
さ
せ
、
そ
の
後
関
白
に
叙
任
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
、
軍
事
的
に
も
身
分
的
に
も
秀
吉
は
織
田
信
雄
を
越

え
る
こ
と
と
な
り
、
織
田
政
権
が
終
焉
を
迎
え
豊
臣
政
権
が
成
立
す
る
画
期
と

な
る
）
33
（

。
そ
し
て
同
年
の
大
坂
城
本
丸
御
殿
完
成
を
契
機
に
、
永
徳
の
大
画
様
式



豊
臣
政
権
下
の
鷹
図

一
八
九

が
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
）
34
（

、
織
田
政
権
を
超
え
る
豊
臣
政
権
を
荘
厳
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
絵
画
様
式
が
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
天
正
十
五

年
、
島
津
氏
征
服
に
よ
る
九
州
平
定
、
天
正
十
八
年
の
小
田
原
征
伐
や
奥
州
仕

置
き
を
経
て
、
秀
吉
は
天
下
統
一
を
果
た
し
、
武
家
政
権
で
あ
る
豊
臣
政
権
が

天
下
を
統
一
す
る
こ
と
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
天
下
統
一
の

過
程
で
、
鷹
や
鷹
狩
も
政
治

政
策
に
利
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
先
に
記
し
た
通
り
で
あ

る
。ま

た
、
秀
吉
の
鷹
や
鷹
狩

好
き
に
つ
い
て
付
言
す
れ
ば
、

家
康
の
家
臣
で
あ
る
松
平
家

忠
の
日
記
の
「
関
白
様
、
御

鷹
す
き
に
な
ら
せ
ら
れ
候
て

（
略
）」（
天
正
十
六
年
三
月

晦
日
条
）
と
い
う
記
事
や
）
35
（

、

前
田
利
家
が
伊
達
政
宗
へ
宛

て
た
書
状
な
ど
か
ら
）
36
（

、
秀
吉

が
鷹
や
鷹
狩
に
興
味
を
持
っ

た
時
期
は
、
天
正
十
六
年
前

後
の
こ
と
と
言
わ
れ
て
い
る
）
37
（

。

こ
れ
は
純
粋
に
娯
楽
と
し
て
鷹
や
鷹
狩
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

意
味
と
と
も
に
、
積
極
的
に
政
治
利
用
を
し
よ
う
と
し
た
意
図
も
含
ま
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
画
様
式
で
描
か
れ
た
山
水
鷹
図
が
武
力
の
象
徴
と
し

て
先
鋭
化
し
始
め
た
時
期
は
、
天
正
十
三
年
に
新
し
い
政
権
を
荘
厳
す
る
に
ふ

さ
わ
し
い
大
画
様
式
が
生
み
出
さ
れ
て
以
降
か
ら
、
秀
吉
が
鷹
を
政
治
的
に
利

用
し
始
め
た
天
正
十
六
年
あ
た
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

２
．
武
力
と
権
力
の
継
承
を
表
す
山
水
鷹
図

以
上
の
流
れ
の
中
、
山
楽
や
直
庵
は
、
永
徳
の
大
画
様
式
を
継
承
し
た
武
力

や
権
力
を
象
徴
的
に
表
し
た
山
水
鷹
図
を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
。

ま
た
豪
壮
な
山
水
鷹
図
を
描
く
一
方
で
、「
幼
鳥
の
狩
猟
を
見
遣
る
成
鳥
」
や

「
雛
を
見
守
る
成
鳥
」
と
い
う
鷹
の
日
々
の
営
み
を
描
く
作
品
も
手
掛
け
て
い

る
。
こ
の
幼
鳥
や
雛
を
見
る
鷹
の
姿
を
描
い
た
作
品
は
、
先
に
み
た
制
作
時
期

か
ら
推
測
す
る
と
、
永
徳
没
後
の
時
代
の
要
請
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
時
代
の
要
請
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
当
時
の
政
権
内
部
を
探
っ
て
み
る
と
、
豊
臣
家
、
ひ
い
て
は
豊
臣

政
権
の
継
嗣
問
題
に
思
い
当
た
る
。
秀
吉
は
晩
年
に
第
一
子
の
鶴
松
を
授
か
る

が
、
そ
れ
以
後
い
く
つ
か
の
継
嗣
に
か
か
わ
る
画
期
が
訪
れ
て
い
る
。
天
正
十

七
年
五
月
に
鶴
松
が
誕
生
す
る
も
、
天
正
十
九
年
八
月
に
没
す
る
。
そ
し
て
天

正
十
九
年
十
二
月
に
甥
で
あ
る
秀
次
を
関
白
に
叙
任
す
る
が
、
文
禄
二
年
（
一

図11　筆者不詳「鷹図屏風」（東京国立博物館蔵）



一
九
〇

五
九
三
）
八
月
に
は
第
二
子
の
秀
頼
が
誕
生
し
て
い
る
。

秀
吉
は
正
妻
を
は
じ
め
多
く
の
妾
を
持
っ
た
が
、
晩
年
ま
で
子
供
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
淀
殿
が
第
一
子
の
鶴
松
を
懐
妊
し
た
際
、
多
く
の
人
々

に
驚
き
を
与
え
、
巷
間
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が
飛
び
交
っ
た
と
い
う
。
例
え

ば
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
「
多
く
の
者
は
、
も
と
よ
り
彼
に
は
子
種
が
な
く
、

子
供
を
作
る
体
質
を
欠
い
て
い
る
か
ら
、
そ
の
息
子
は
彼
の
子
供
で
は
な
い
と
、

ひ
そ
か
に
信
じ
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
）
38
（

。

こ
の
よ
う
な
視
線
に
神
経
を
尖
ら
せ
て
い
た
最
中
、
天
正
十
七
年
二
月
二
十

五
日
の
夜
、
本
願
寺
を
巻
き
込
む
一
大
事
件
が
起
こ
る
。
聚
楽
第
の
表
門
に
、

何
者
か
が
淀
殿
懐
妊
に
関
す
る
落
書
を
貼
り
だ
す
と
い
う
事
件
で
、
こ
の
こ
と

に
激
怒
し
た
秀
吉
は
、
直
接
の
下
手
人
を
拷
問
さ
な
が
ら
に
処
刑
し
、
そ
れ
以

外
に
も
一
二
〇
人
以
上
の
人
々
を
処
罰
し
た
と
い
う
）
39
（

。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
豊
臣
政
権
と
し
て
も
淀
殿
の
懐
妊
を
寿
ぐ

ム
ー
ド
を
作
る
必
要
が
あ
り
、
絵
画
作
品
も
そ
の
役
割
を
担
い
、
武
威
に
よ
っ

て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
太
平
の
世
の
長
久
を
願
う
作
品
が
生
み
出
さ
れ
、
広
ま
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
同
時
期
に
お
け
る
長
谷
川
等
伯
の
画
風
に

つ
い
て
で
あ
る
。
黒
田
泰
三
氏
は
、
長
谷
川
等
伯
が
、
天
正
十
八
年
頃
か
ら
文

禄
年
間
に
か
け
て
の
五
十
歳
代
に
、
鶴
や
鴉
が
巣
ご
も
り
を
す
る
姿
を
描
き
、

動
物
の
親
子
の
情
愛
の
表
出
を
意
図
し
て
い
た
と
し
て
い
る
）
40
（

。
こ
の
動
物
の
親

子
の
情
愛
の
表
出
に
貢
献
し
て
い
る
描
写
の
特
徴
は
、
等
伯
筆
「
松
に
鴉
・
柳

に
白
鷺
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
に
、
鴉
の
雛
と
親
鳥
を
大
き
く

中
心
に
据
え
て
描
く
こ
と
で
あ
り
、
雛
と
親
鳥
の
視
線
が
呼
応
す
る
よ
う
に
配

置
し
て
い
る
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
以
前
の
時
代
に
描
か
れ
た
花
鳥
図
屏
風
の
鳥
は
、
画
面
の
中
に
多
く
の

種
類
を
詰
め
込
む
よ
う
に
描
く
こ
と
で
華
や
か
さ
を
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
は

季
節
を
表
す
役
割
や
吉
祥
を
表
象
す
る
役
割
を
担
う
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生

態
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
鳥

同
志
が
見
つ
め
合
っ
て
描
か
れ
た
に
せ
よ
、
観
者
の
視
線
誘
導
の
た
め
や
画
面

構
成
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
等
伯
の
作
品
や
、
先
に
示
し
た
山
楽
や
直
庵
の
作
品
は
、
描
く
鳥

の
種
類
を
一
種
類
に
限
り
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
モ
チ
ー
フ
同
士
の
呼
応
関

係
等
を
よ
り
顕
著
に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鳥
の
行
動
に
意
味
を
与
え
よ

う
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

等
伯
が
、
親
子
の
情
愛
を
描
き
始
め
た
と
さ
れ
る
天
正
十
八
年
は
鶴
松
の
誕

生
の
翌
年
に
当
た
り
、
先
に
見
た
山
楽
や
直
庵
に
よ
る
鷹
図
が
描
か
れ
始
め
た

と
考
え
ら
れ
る
時
期
に
も
重
な
っ
て
い
る
。
時
代
の
趨
勢
を
牽
引
し
た
永
徳
の

没
年
と
い
う
絵
画
史
上
の
状
況
も
勘
案
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、
権
力
体
制
と
し

て
長
久
を
願
う
豊
臣
政
権
に
と
っ
て
、
武
力
一
辺
倒
で
は
な
い
権
力
イ
メ
ー
ジ

を
創
り
出
す
必
要
が
生
ま
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
世
相
の
中
、
武
力
を
表
す
鷹
と
と
も
に
、「
武
力
や
権
力
の
継
承
」

を
表
す
か
の
よ
う
な
親
子
営
み
を
描
く
鷹
の
姿
も
生
み
出
さ
れ
、
慶
長
年
間
に

は
広
く
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。



豊
臣
政
権
下
の
鷹
図

一
九
一

お
わ
り
に

本
論
で
は
、
狩
野
山
楽
と
曽
我
直
庵
の
大
画
面
の
山
水
鷹
図
を
取
り
上
げ
、

そ
こ
に
描
か
れ
た
主
題
を
豊
臣
政
権
の
政
治
状
況
と
絡
め
な
が
ら
考
察
し
た
。

安
土
桃
山
時
代
は
、
鷹
狩
が
流
行
し
、
多
く
の
武
将
が
鷹
を
所
有
す
る
こ
と
を

望
み
、
鷹
が
政
治
的
に
利
用
さ
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
天
正
十
六
年
頃
か
ら
豊

臣
政
権
内
で
鷹
や
鷹
狩
を
政
治
政
策
に
利
用
す
る
こ
と
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

そ
の
流
れ
で
鷹
の
狩
猟
風
景
を
大
き
く
描
く
こ
と
で
武
力
や
権
力
を
強
烈
に
表

す
作
品
が
、
狩
野
永
徳
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

豊
臣
政
権
の
継
嗣
問
題
に
画
期
が
訪
れ
た
永
徳
没
後
の
天
正
十
八
年
以
降
、
山

楽
や
直
庵
ら
に
よ
っ
て
、「
幼
鳥
の
狩
猟
を
見
遣
る
成
鳥
」
や
「
雛
の
姿
を
見

守
る
成
鳥
」
が
描
か
れ
始
め
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
武
力
の
象
徴
で

あ
る
鷹
の
親
子
の
姿
を
描
い
た
作
品
は
、
敷
衍
す
れ
ば
「
武
力
や
権
力
の
継
承
」

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
絵
画
作
品
が
政
治
権
力
の
動

向
と
不
可
分
な
こ
の
時
代
、
彼
ら
の
描
い
た
山
水
鷹
図
は
、
政
権
の
イ
メ
ー
ジ

戦
略
と
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
広
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

山
楽
、
直
庵
ら
に
よ
る
山
水
鷹
図
は
こ
の
天
正
末
年
頃
か
ら
秀
吉
没
年
の
慶

長
三
年
ま
で
に
は
生
み
出
さ
れ
、
秀
吉
の
息
子
で
あ
る
鶴
松
や
秀
頼
の
誕
生
後
、

そ
の
育
成
と
豊
臣
政
権
の
安
泰
を
寿
ぐ
意
味
を
兼
ね
備
え
て
、
慶
長
年
間
に
は

武
門
長
久
を
表
す
絵
画
と
し
て
広
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
戦
乱
の
世

の
終
焉
と
と
も
に
戦
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
と
、
鷹
図
の
需
要
は
あ
る
も
の
の
、

屏
風
や
襖
と
い
う
大
画
面
に
狩
猟
を
行
う
鷹
の
姿
を
描
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
る
）
41
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。
山
楽
や
直
庵
ら
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
安
土
桃
山
時
代
の
山
水
鷹

図
は
、
天
正
末
期
か
ら
慶
長
年
間
の
約
三
十
年
間
に
現
れ
た
、
時
代
を
象
徴
す

る
作
品
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
１
）　

本
論
で
は
生
物
学
的
に
鳥
類
を
指
す
際
に
カ
タ
カ
ナ
を
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、

タ
カ
目
に
つ
い
て
は
、『
広
辞
苑
（
第
五
版
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
根
崎
光

男
『
将
軍
の
鷹
狩
り
』（
同
成
社
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
２
）　

水
野
裕
史
「
戦
国
時
代
に
お
け
る
鷹
図
の
画
と
詩
」（『
藝
叢
』
二
四
、
二
〇
〇
七
年
）

（
３
）　

愛
知
県
史
編
さ
ん
委
員
会
『
愛
知
県
史
（
別
編
）
文
化
財
（
二
）
絵
画
』（
二
〇
一

一
年
）
所
載
。

（
４
）　

佐
々
木
倫
朗
、
今
泉
徹
「『
佐
竹
之
書
札
之
次
第
・
佐
竹
書
札
私
』（
秋
田
県
公
文
書

館
蔵
）」（『
日
本
史
学
集
録
』
二
四
、
二
〇
〇
一
年
）
所
載
。

（
５
）　

本
図
を
雪
村
画
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
が
、
現
段
階
で
は
確
定
で
き
る
素
材
が
少

な
い
と
考
え
る
（
小
川
知
二
『
常
陸
時
代
の
雪
村
』
第
三
章
（
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
四
年
））。

（
６
）　

高
氏
の
判
を
信
じ
れ
ば
、
高
基
を
名
乗
る
永
正
六
年
（
一
五
〇
九
年
）
以
前
の
も
の

と
な
る
が
、
案
文
の
性
格
上
断
定
が
出
来
な
い
た
め
、
高
基
発
給
文
書
の
現
存
の
下
限

で
あ
る
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
以
前
の
も
の
と
こ
こ
で
は
考
え
て
お
く
（
葛
飾
区
郷

土
と
天
文
の
博
物
館
編
『
関
東
戦
乱
：
戦
国
を
駆
け
抜
け
た
葛
西
城
』
展
「
葛
西
地
域

史
料
集
（
中
世
編
）
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
」
二
〇
〇
七
年
）。

（
７
）　

中
島
純
司
「
雪
舟
系
花
鳥
図
屏
風
研
究
」（『M

U
SEU
M

』
一
九
九
、
一
九
六
七
年
）、

福
島
恒
徳
編
『
室
町
時
代
の
雪
舟
流
』
展
図
録
（
山
口
県
立
美
術
館
、
一
九
九
三
年
）

に
所
載
。
後
に
挙
げ
る
毛
利
隆
元
や
雪
舟
流
画
人
の
作
品
も
『
室
町
時
代
の
雪
舟
流
』



一
九
二

展
図
録
に
載
る
。

（
８
）　

秋
月
等
観
に
つ
い
て
は
、
永
田
雄
次
郎
「
秋
月
等
観
研
究
序
説
」（『
鹿
児
島
大
学
教

育
学
部
研
究
紀
要　

人
文
・
社
会
科
学
編
』
三
〇
、
一
九
七
八
年
）、
永
田
雄
次
郎
「
秋

月
系
水
墨
画
派
」（『
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要　

人
文
・
社
会
科
学
編
』
三
九
、

一
九
八
七
年
）、
永
田
雄
次
郎
「
鹿
児
島
の
絵
画
史
―
室
町
時
代
を
中
心
と
し
て
―
」

（
鹿
児
島
市
立
美
術
館
『
か
ご
し
ま
―
美
の
先
人
た
ち
―
薩
摩
画
壇
四
百
年
の
流
れ
』

展
図
録
、
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
９
）　

岐
阜
市
教
育
委
員
会
編
『
土
岐
の
鷹
』（
一
九
七
三
年
）、
岐
阜
市
歴
史
博
物
館
編
『
土

岐
氏
の
時
代
―
風
月
歌
舞
の
世
界
』
展
図
録
（
一
九
九
四
年
）

（
10
）　

四
宮
美
帆
子
「
一
色
直
朝
と
北
条
氏
繁
の
鷹
図
」（『
美
術
史
研
究
』
四
八
、
二
〇
一

〇
年
）

（
11
）　

大
田
牛
一
著
、
奥
野
高
広
・
岩
沢
愿
校
注
『
信
長
公
記
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
）

参
照
。

（
12
）　

こ
の
前
の
条
項
で
は
、
寵
童
を
溺
愛
し
た
り
、
手
猿
楽
・
遊
興
・
見
物
な
ど
を
行
う

こ
と
を
禁
止
し
て
、
分
別
を
持
っ
て
欲
を
捨
て
去
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
た
め

本
条
も
娯
楽
を
目
的
と
し
た
鷹
狩
を
禁
止
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
13
）　

大
塚
紀
子
『
鷹
匠
の
技
と
こ
こ
ろ
―
鷹
狩
文
化
と
諏
訪
流
放
鷹
術
』「
第
三
章
第
二

節
」（
白
水
社
、
二
〇
一
一
年
）

（
14
）　

山
名
隆
弘
「
織
田
信
長
と
鷹
狩
」（『
戦
国
大
名
と
鷹
狩
の
研
究
』
纂
修
社
、
二
〇
〇

六
年
、
初
出
は
『
國
史
學
』
八
二
、
一
九
七
〇
年
）

（
15
）　

前
掲
註
１
根
崎
著
書
参
照
。

（
16
）　

豊
臣
秀
吉
と
鷹
狩
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
を
参
照
し
た
。
山
名
隆
弘
「
太
閤
秀
吉

の
鷹
狩
」（『
戦
国
大
名
と
鷹
狩
の
研
究
』、
纂
修
社
、
二
〇
〇
六
年
。
初
出
は
『
国
学

院
雑
誌
』
七
十
（
十
）、
一
九
六
九
年
）
芥
川
龍
男
「
戦
国
武
将
と
鷹
―
太
閤
秀
吉
の

日
向
鷹
巣
奉
行
設
置
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
豊
田
武
博
士
古
稀
記
念　

日
本
中
世
の
政
治

と
文
化
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）、
曽
根
勇
二
「
豊
臣
政
権
と
御
鷹
場
―
御
鷹

場
設
定
に
つ
い
て
―
」（『
白
山
史
学
』
二
二
、
一
九
八
六
年
）、
斉
藤
司
「
豊
臣
政
権

に
よ
る
鷹
支
配
の
一
断
面
―
諸
鳥
進
上
令
の
検
討
を
通
し
て
―
」（『
地
方
史
研
究
』
三

七
（
一
）、
一
九
八
七
年
）、
斉
藤
司
「
近
世
前
期
に
お
け
る
五
畿
内
近
国
の
鷹
場
編
成
」

（
関
東
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
の
地
域
編
成
と
国
家
』、
岩
田
書
院
、
一
九
九
七
年
）、

長
谷
川
成
一
『
近
世
国
家
と
東
北
大
名
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）

（
17
）　

堀
新
『
天
下
統
一
か
ら
鎖
国
へ
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）

（
18
）　

太
田
牛
一
著
、
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の

う
ち
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
五
年
）、
近
衛
信
尹
著
、
近
衛
通
隆
・
名
和
修
・
橋
本
政

宣
校
訂
『
三
藐
院
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
七
五
年
）、
景
徐
周
麟
他
著
、
辻

善
之
助
編
『
鹿
苑
日
録
（
三
）』（
大
洋
社
、
一
九
三
五
年
）
参
照
。

（
19
）　

前
掲
註
14
山
名
論
文
参
照
。

（
20
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
（
五
）

豊
臣
秀
吉
編
Ⅱ
』
一
八
四
頁
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
21
）　

前
掲
註
14
山
名
論
文
参
照
。

（
22
）　

中
澤
克
昭
「
狩
る
王
の
系
譜
」（『
人
と
動
物
の
日
本
史
（
二
）
歴
史
の
な
か
の
動
物

た
ち
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
九
年
）

（
23
）　

山
楽
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
は
、
土
居
次
義
『
日
本
美
術
絵
画
全
集
（
十
二
）
狩
野

山
楽
・
山
雪
』（
集
英
社
、
一
九
七
六
年
）、
川
本
桂
子
『
新
編
名
宝
日
本
の
美
術
（
二

一
）
友
松
・
山
楽
』（
小
学
館
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
24
）　

直
庵
に
つ
い
て
は
、
稲
畑
ル
ミ
子
「
曽
我
直
庵
・
二
直
菴
の
絵
画
」（『
曽
我
直
庵
・

二
直
菴
の
絵
画
』
展
図
録
、
奈
良
県
立
美
術
館
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

（
25
）　

坂
崎
坦
編
『
日
本
画
論
大
観
（
中
）』（
ア
ル
ス
、
一
九
二
九
年
）
参
照
。

（
26
）　

稲
畑
ル
ミ
子
「
曽
我
直
庵
筆　

鷹
図
屏
風
」（『
國
華
』
一
三
三
九
、
二
〇
一
二
年
）

所
載
。

（
27
）　

波
多
野
鷹
「
鷹
匠
の
文
化
」（『
ヒ
ト
と
動
物
の
関
係
学
（
二
）
家
畜
の
文
化
』、
岩
波

書
店
、
二
〇
〇
九
年
）

（
28
）　

環
境
省
自
然
保
護
局
野
生
生
物
課
『
猛
禽
類
保
護
の
進
め
方
―
特
に
イ
ヌ
ワ
シ
、
ク

マ
タ
カ
、
オ
オ
タ
カ
に
つ
い
て
』（
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
、
一
九
九
六
年
）

（
29
）　

オ
オ
タ
カ
の
生
態
に
つ
い
て
は
、前
掲
註
27
や
28
と
と
も
に
、
宮
内
省
式
部
職
編
『
放

鷹
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
。
初
版
は
一
九
三
一
年
）、
ジ
マ
イ
マ
・
オ
ア
リ
ー



豊
臣
政
権
下
の
鷹
図

一
九
三

＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
博
物
館
（
六
九
）
猛
禽
類
』（
同
朋
舎
、
一
九
九
八
年
）、

真
木
広
造
『
日
本
の
鷲
鷹
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）、
富
士
元
寿
彦
『
原
野
の
鷲
鷹　

北
海
道
・
サ
ロ
ベ
ツ
に
舞
う
』（
北
海
道
新
聞
社
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

オ
オ
タ
カ
の
成
長
過
程
は
、
雛
、
幼
鳥
、
若
鳥
、
成
鳥
と
し
、
縦
縞
模
様
の
幼
羽
を
幼

鳥
、
換
羽
の
途
中
の
オ
オ
タ
カ
を
若
鳥
と
称
す
。

（
30
）　

東
京
国
立
博
物
館
編
『
室
町
時
代
の
屏
風
絵
』
展
図
録
（
一
九
八
九
年
）
所
載
。

（
31
）　

ベ
テ
ィ
ー
ナ
・
ク
ラ
イ
ン
「
狩
野
永
徳
の
作
品
資
料
」（『
日
本
美
術
史
の
断
面
』、
清

文
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）
所
載
。

（
32
）　

大
西
廣
、
太
田
昌
子
『
安
土
城
の
中
の
「
天
下
」
襖
絵
を
読
む
』
三
七
頁
（
朝
日
新

聞
社
、
一
九
九
五
年
）

（
33
）　

豊
臣
政
権
に
つ
い
て
は
、
池
享
『
日
本
中
近
世
移
行
論
』（
同
成
社
、
二
〇
一
〇
年
）、

掘
新
『
日
本
中
世
の
歴
史
（
七
）
天
下
統
一
か
ら
鎖
国
へ
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

〇
年
）
参
照
。

（
34
）　

前
掲
注
23
川
本
著
書
所
載
。

（
35
）　

竹
内
理
三
編
『
続
史
料
大
成
：
家
忠
日
記
（
二
）』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）
参

照
。

（
36
）　

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
頃
と
さ
れ
る
前
田
利
家
か
ら
伊
達
政
宗
宛
の
四
月
五
日

付
書
状
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
関
白
様
、
御
鷹
被
為
数
寄
候
ニ
付
而
、

被
成　

御
書
候
條
、
可
然
鷹
御
進
上
尤
存
候
、
方
々
へ
被　

仰
遣
候
間
、
鷹
数
多
者
不

入
申
候
、
黄
鷹
鳥
屋
に
て
も
、
能
鷹
尾
羽
を
不
打
候
て
、
鷹
師
ニ
被
入
御
念
、
御
進
上

可
然
候
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
三
之
一　

伊
達
家
文

書
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
九
年
復
刻
、
一
九
〇
八
年
発
行
）
参
照
。

（
37
）　

盛
本
昌
広
『
松
平
家
忠
日
記
』
七
三
頁
（
角
川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
38
）　

ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
著
、
松
田
毅
一
・
川
崎
桃
太
訳
『
完
訳
フ
ロ
イ
ス
日
本
史
（
五
）

豊
臣
秀
吉
編
Ⅱ
』
一
八
三
頁
（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
39
）　

以
下
、
淀
殿
懐
妊
に
関
す
る
記
事
は
、
福
田
千
鶴
『
淀
殿
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二

〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
40
）　

黒
田
泰
三
「
長
谷
川
等
伯
筆
『
竹
鶴
図
屏
風
』
に
つ
い
て
」（『
出
光
美
術
館
研
究
紀

要
』
二
、
一
九
九
六
年
）、
黒
田
泰
三
「
新
出
の
春
秋
花
鳥
図
屏
風
」（『
國
華
』
一
二

六
〇
、
二
〇
〇
〇
年
）
参
照
。

（
41
）　

狩
猟
や
育
雛
な
ど
の
鷹
の
営
み
を
描
い
た
大
画
面
の
作
品
は
江
戸
時
代
に
な
る
と
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
る
。
江
戸
時
代
前
期
に
活
躍
し
た
鷹
の
絵
師
と
し
て
知
ら
れ
る

曽
我
二
直
菴
の
作
品
に
は
「
花
鳥
図
屏
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
「
鷙
鳥
図
屏
風
」

（
東
京
芸
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
）
の
よ
う
に
狩
り
を
す
る
鷹
を
描
い
た
作
品
は
存
在

す
る
が
、
現
存
作
例
の
ほ
と
ん
ど
は
「
松
鷹
図
」
と
称
す
べ
き
松
の
上
に
成
鳥
と
幼
鳥

の
鷹
を
数
羽
並
べ
て
描
い
た
作
品
で
、
鷹
の
親
子
の
生
業
を
描
く
よ
う
な
日
常
を
題
材

と
す
る
も
の
で
は
な
く
な
り
、
吉
祥
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
様
々
な
姿
態
の
鷹
を
配
し
て

い
る
よ
う
な
作
品
が
増
え
る
。
そ
し
て
二
直
庵
以
外
で
大
画
面
の
山
水
景
に
鷹
の
営
み

を
描
い
た
絵
師
は
管
見
の
限
り
で
は
、
狩
野
探
幽
筆
「
鷹
雉
図
屏
風
」（
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
美
術
館
蔵
）
と
甲
斐
良
郷
筆
「
柏
鷹
図
屏
風
」（
八
代
市
博
物
館
蔵
）
の
み
で
あ
る
。

見
落
と
し
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
が
江
戸
時
代
を
通
し
て
も
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な

い
と
考
え
る
。

図
版
典
拠
（
複
写
を
行
っ
た
も
の
）

図
１
、
２　

川
本
桂
子
編
『
新
編
名
宝
日
本
の
美
術
（
二
一
）
友
松
・
山
楽
』（
小
学
館
、

一
九
九
一
年
）

図
３
、
４　
『
曽
我
直
庵
・
二
直
庵
の
絵
画
』
展
図
録
（
奈
良
県
立
美
術
館
、
一
九
八
九
年
）

図
５　

稲
畑
ル
ミ
子
「
曽
我
直
庵
筆
「
鷹
図
屏
風
」」（『
國
華
』
一
三
九
九
、
二
〇
一
二
年
）

図
６　

真
木
広
造
『
日
本
の
鷲
鷹
』（
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）

図
７　

波
多
野
鷹
『
ザ
・
猛
禽
類
』（
誠
文
堂
新
光
社
、
二
〇
〇
九
年
）




